



氏 名 村越 琢磨 
学 位 の 種 類 博士（心理学） 
報 告 番 号 乙第３０４号 
学 位 授 与 年 月 日 ２０１４年 ３月３１日 
学 位 授 与 の 要 件 学位規則（昭和２８年４月１日文部省令第９号） 
第４条第２項該当 
学 位 論 文 題 目 変化の検出と無変化の検出に対する変化オブジェクトの検索・比
較メカニズムの違いに関する実験的研究 
審 査 委 員 （主査）都築 誉史 
    芳賀 繁 




























第 1部 変化の見落とし現象 
第 1章 変化の見落とし 
第 1節  はじめに 
第 2節  変化の見落としとは 
第 3節 変化とは何か 
第 4節 変化検出課題 
第 5節 なぜ見落とされるのか 
第 2章 注意 
第 1節 情報の選択 
第 2節  注意の効果 
第 3節  能動的注意と受動的注意 
第 4節  注意の測定方法 
第 5節  どのような情報が選択されるのか 
第 3章 変化の見落としと注意 
第 1節  変化の見落としと注意の関係 
第 2節  見落とされた変化の情報の統合 
第 3節  意識的な知覚体験と無意識的な知覚処理 
第 4節  変化の見落とし研究の応用可能性 
第 5節  変化を見落とすことの生態学的妥当性 
第 4章 従来の研究の諸問題と本研究の目的 
 
第 2部 変化の見落とし現象に関する実験的研究 
第 5章 変化オブジェクトの表象保持に対する注意と凝視の効果 
第 1 節  VSTM の表象に対する注意と凝視の役割 
第 2 節  実験 1：注意と凝視が VSTMでの表象保持に及ぼす効果 
第 3 節  実験 2：手がかり刺激による受動的注意の定位の効果 
第 4 節  総合考察 
第 6章 変化の検索・比較処理における単一特徴に対する注意の効果 
第 1 節 本章の目的 
第 2 節  実験 3：変化次元外特徴に向けた注意が変化検出課題に及ぼす効果 
第 3 節  実験 4：変化定義特徴に向けた注意が変化検出課題に及ぼす効果  
第 4 節  実験 5：特定次元の特徴に向けた注意が変化検出課題に及ぼす効果 
3 
第 5 節  総合考察 
第 7章 変化の検出と無変化の検出 
第 1節  見落としにより意識にのぼらなかった表象 
第 2 節  実験 6：変化の検出と変化の棄却の違い 
第 3 節  実験 7：変化検出における刺激特性の効果の検討 
第 4 節  実験 8：変化の検出と無変化の検出の違い 
第 5 節  実験 9：無変化の検出における刺激特性の効果 
第 6 節  総合考察 
第 8章 変化オブジェクトの検索・比較処理の生起 
第 1 節  本章の目的 
第 2 節  実験 10：課題非関連な変化情報が検索・比較処理の生起に及ぼす効果 
第 3 節  考察 
第 9章 結論と展望 
第 1節  結論 




























トの詳細で強固な表象を視覚的短期記憶（visual short term memory: VSTM）内に生成し，当
該オブジェクトの変化検出を促進する役割を担う可能性が示された。 
第 6 章では 3 つの実験（実験 3～5）を行い，オブジェクトに含まれる単一特徴が，オブ
ジェクトの検索・比較処理に利用可能であるか否かを検討した。実験では高速系列視覚提
























































































ズムを仮定する，申請者独自の新たな 2 段階モデルを提案している。このモデルは，10 個
の実験結果を整合的に説明しており，十分に妥当であると評価できる。 
ただし，第 8 章では実験が 1 つのみであるため，今後，複数の実験によって，更なる検
討を行うことが望まれる。また，第 9 章では，申請者独自のモデルが最後の部分で記述さ
れているが，モデルに基づいた予測の実証的検討といった取り組みは，今後の課題である。
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さらに，非常に詳細な第 1 部の展望と比較すると，最終的な総合考察がやや手薄である点
は否定できない。 
しかし，本論文は 10個の実証的研究を含み，得られた成果は上述のように高く評価でき
るものである。また，本論文に含まれる研究の多くは，英文専門誌，学会誌，研究紀要等
の査読付き原著論文として公表済みである。申請者は，興味深い知覚現象である変化の見
落としに関して新たな説明モデルを提案しており，それは今後，この現象を解明する上で，
世界的に参照されるべき大きな一歩であると評価できる。申請者は着実に研究成果を上げ
てきており，上述の課題についても今後，順次，研究を進めて行くことが期待できる。 
以上を総合的に判断し，本審査委員会は本論文が期待される要求水準を十分に満たした
ものであり，博士学位論文に値すると判断する。 
 
 
